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資料○-○
令和２年度バスタク事業の実績について【報告】議題４


１.報告内容
　令和２年度中に実施したバスタク事業について、運行の実績を報告するもの。

２.経緯
（1）市内各地と多治見市総合福祉センター間を週一便運行（8系統）していた「ききょうバス総合福祉センター・太平公園線」について、利用者数の減少、運行の効率化から平成31年３月29日をもって廃止。
（2）廃止後の代替交通手段として、８系統の内、路線バス等の他の交通手段への転換が困難な３系統を引き継ぎ、デマンド式で区域運行を行う「バスタク事業」を導入（３年間の実証実験）。
（3）昨年度第２回多治見市地域公共交通会議において、今年度も制度を継続して行うことについて議決を受け運行を行っている（実証実験３年目）。

３.運行概要
	項　目
	概　要

	運行許可
	道路運送法第21条許可

	運行形態
	デマンド式、区域運行（ミーティングポイント制）
ミーティングポイントは、ききょうバス総合福祉センター・太平公園線のバス停留所を使用（一部変更した場所もあり）

	運行事業者
	姫・大針ルート：東鉄タクシー株式会社
旭ケ丘・小泉ルート：近鉄東美タクシー株式会社
共栄・明和ルート：多治見タクシー株式会社

	運行開始日
	平成31（2019）年4月2日

	運行区域
	別紙：路線図・時刻表の通り

	運行本数
	各ルート週１便（往復、午前上り、午後下り）

	運行日
	姫・大針ルート：毎週火曜日
旭ケ丘・小泉ルート：毎週木曜日
共栄・明和ルート：毎週金曜日
（それぞれ祝、休日を除く）

	運賃
			１乗車300円

	その他の料金設定
	①障がい者割引：障がい者手帳所持者は運賃が半額
②運転免許証自主返納者割引：運転経歴証明書所持者は運賃が半額
①、②は併用不可。

	予約方法
	別紙：路線図・時刻表記載の通り

	公的負担額
	タクシーメーター運賃から、利用者負担額の差額を市が負担




４.運行状況
（1）実証実験１年目（平成31年４月～令和２年３月）
	ルート名
	運行回数
（回）
	運行距離
（ｍ）
	メーター運賃
（円）
	利用者数
（人）
	現金収入
（円）
	市負担額
（円）
	１人当たりの
市負担額
（円/人）

	姫、大針ルート
	46 
	520,972
	193,180
	60
	16,950
	176,230
	2,937

	旭ケ丘・小泉ルート
	49
	333,770
	130,940
	111
	32,400
	98,540
	888

	共栄・明和ルート
	62 
	504,631
	194,840
	158
	46,500
	148,340
	939

	合計
	157 
	1,359,373
	518,960
	329
	95,850
	423,110
	1,286



[bookmark: _GoBack]（2）実証実験２年目（令和２年４月から令和３年３月）
	[bookmark: OLE_LINK1]ルート名
	運行回数
（回）
	運行距離
（ｍ）
	メーター運賃
（円）
	利用者数
（人）
	現金収入
（円）
	市負担額
（円）
	１人当たりの
市負担額
（円/人）

	姫、大針ルート
	52 
	463,718
	205,490
	62
	18,960
	186,420
	3,006

	旭ケ丘・小泉ルート
	44
	207,576
	85,620
	87
	24,600
	64,780
	745

	共栄・明和ルート
	28 
	186,846
	76,200
	45
	12,450
	63,600
	1,413

	合計
	124 
	858,140
	367,310
	194
	56,010
	314,800
	1,623



≪参考≫
総合福祉センター・太平公園線の平成30年度(H29.10.1～H30.9.30)の年間利用状況
	ルート名
	運行回数
（片道、回）
	運行距離（ｍ）
	利用者数（人）
	現金収入（円）※
	市負担額（円）
	１人当たりの
市負担額
（円/人）

	姫・大針ルート
	100 
	2,030,000
	135
	116,883
	710,500
	5,263

	旭ケ丘・小泉ルート
	100 
	780,000
	324
	68,291
	273,000
	843

	共栄・明和ルート
	98 
	1,793,400
	291
	157,017
	627,690
	2,157

	合計
	298 
	4,603,400
	750
	342,191
	1,611,190
	2,148


※現金収入は路線全体（８ルート）の合計から運行距離で按分した値

出発地、目的地毎の運行回数の一覧は資料4-2のとおり。

５.今後の予定
　令和4年度以降の本格運行については、利用状況等の詳細を調査し、今年度第3回の公共交通会議にて協議のうえその是非を決定する。
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